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　四方を海に囲まれた日本は、水産資源や観光など海の恩恵を受ける一方、せまい国土から採

れる必要な資源の量は限られています。そのため、私たちのくらしに必要なパンの元になる小

麦などの食料、発電に必要なガス、車のガソリンや衣類の元となる原油など多くの資源を海外

からの輸入に頼っています。そしてそのほぼ100％を船で日本へ運んでいます。

　「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」は全国の小学生・中学生・高校生の皆さんに、

それら貿易を担う「海運」や「船」などの海事産業について学び、その重要性を理解してもらいた

いと2013年から開催し、今年度で６回目を迎えます。

　2018年度も全国から多くの素晴らしい作品が1,105点も集まりました。子どもジャーナリス

トたちの作品を通して、１人でも多くの人に海事産業の大切さを理解し、身近に感じてほしい

と願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成31年３月
公益財団法人　日本海事広報協会

はじめに

全国新聞教育研究協議会 理事長

小林　豊茂

（順不同・敬称略）

手書き作品もパソコンで作った作品も、読み手を意識
して書かれていました。小学生は生き生きとした子ど
もの良さを、中学生はしっかりした中学生らしさを、
高校生は堂々とした風格を感じられ、年代ごとの長所
が生かされていました。初めて応募された作品も、一
生懸命に見聞きした様子が文章や写真に出ており、自
分の言葉で表現されて、素晴らしかったです。

東京海洋大学 教授

黒川　久幸

年々内容が充実してきていると思います。特に、自分
の身近な地域を調べている作品が印象に残りました。
これはとてもいいことだと思います。港に面していな
い地域に住んでいても、まずは近くにあるものに興味
を持つことから始めて、それがどこから運ばれてきて
いるのか、どんな船で運ばれているのかなどを調べ、
知識を広げ、新聞作りに生かしてほしいです。

今回は、内容の面でも読み応えがあり、さらに構成、
見出しのつけ方など印象的な作品が数多くありまし
た。個人作品では個性の光るおもしろさが、グループ
作品では得意分野の割り振りなど、チームワークの良
さが出ていました。どの作品もたいへんレベルが高く、
個々の魅力にあふれていたため、審査するのがむずか
しかったというのが感想です。

（公財）日本海事広報協会 理事長

伊藤　松博　
歌手・教育学博士

アグネス・チャン
この新聞作りは、海、船、港に関する知識を広げてい
くための入口だと思っています。毎年作品を読んでい
ると、船で運ばれる貨物などの細かいデータがあって、
私自身も勉強になります。新しい知識を身につけられ
るのでうれしいです。四方を海に囲まれている日本で
は、船や港がとても大切ということを子どもの頃から
知って、それに対する感謝と喜びを感じてほしいです。

国土交通大臣賞 表彰式
学校を訪問し、受賞者の皆さまへ直接賞状を授与いたしました。

小学生部門　国土交通大臣賞
上尾市立西小学校 6 年　渡部朔矢さん

中学生・高校生部門　国土交通大臣賞
北海道函館水産高等学校 1 年
野呂龍太郎さん・館野宏太さん

審査委員紹介・審査講評
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国土交通大臣賞

すごいぞ!! カーフェリー新聞
埼玉県　上尾市立西小学校

渡部　朔矢（6年）
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今回、新聞をまとめるにあたって、どうやったら見やすいか
を考えるのが難しかったです。また、地図を使ってわかりや
すくするところを工夫しました。3 年連続の受賞ということ
もあり、とてもうれしく思っています。

受賞者
コメント

小学生
部門
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公益財団法人 日本海事広報協会 会長賞

しものせき　船と日本史伝
山口県　下関市立名池小学校

瀧口 ひかり（6年）
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今回は、「船や貿易」と「歴史」を結びつけて、この新聞を
作成しました。下関で活躍した偉人たちは、外国と貿易をし、
進んだ技術を手に入れていたということがわかりました。
２か月かけて仕上げた新聞を、たくさんの人に見てもらえる
のは、とてもうれしいです。

受賞者
コメント

小学生
部門
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優 秀 賞　

ジェットフォイル新聞
東京都　練馬区立仲町小学校

田家　大路（5年）
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夏休みに、弟と従妹と一緒に佐渡へ行きました。往路で乗るジェッ
トフォイルについて調べると、小さな船なのにすごいパワーがある
ことに驚きました。船の仕組みや用語は難しかったけれど、２か月
以上かけて新聞作りをしたことで理解できました。船や海は調べ
るほど面白いので、これからも新聞作りで魅力を伝えたいです。

受賞者
コメント

小学生
部門
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優 秀 賞　

JAPAN　海運新聞
東京都　荒川区立第五峡田小学校

藤木　真優（6年）
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私は、担任の先生に勧められて、今回のジュニア・シッピング・
ジャーナリスト賞に応募しました。私は、もともと文章をま
とめたり、デザインしたりすることが好きなので、楽しく取
り組めました。また、それまで海運のことにはあまり興味が
ありませんでしたが、その大切さを知ることができました。

受賞者
コメント

小学生
部門
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優 秀 賞　

大発見‼船ってすごい‼新聞
愛知県　豊橋市立松山小学校

林　佳奈（5年）

ふねや港の勉強をする中で船は自分たちのくらしを守って
くれていることを知りました。そして海の仕事をしている
人たちが命をかけていることを知り感動しました。この勉
強が船乗りの仕事に興味を持つきっかけになりました。

受賞者
コメント
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佳　作小学生
部門

わたしたちの貿易新聞
広島県　安芸高田市立甲田小学校

重信 瑞希（6年） 自動車船新聞
広島県　安芸高田市立甲田小学校

古屋 沙彩（5年）

ガァンフェリー新聞
新潟県　新潟市立紫竹山小学校

織田 悠人（5年） 働く！ 港＆船新聞
広島県　安芸高田市立甲田小学校

春吉 奏実（6年）
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造船所見学新聞

神奈川県　横浜みなと博物館 横浜みなとキッズクラブ3班

松野 和也　大黒 夕貴弥　橋本 理央　
寺西 樹奈　川嶋 武尊　菱沼 正太郎

（4〜6年）
ふね新聞

新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

久住 美月（5年）

タグボート魁新聞
神奈川県　横浜市立稲荷台小学校

谷越 千朗（3年）

佳　作
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小学生
部門

横浜港新聞
東京都　足立区立舎人第一小学校

飯田 陽仁（5年） 大海原とくせい新聞№1
東京都　新渡戸文化小中学校

中村 一朗太（1年）

平和な呉市新聞
広島県　呉市立宮原小学校

矢橋 優花（5年） バタフライ新聞
東京都　墨田区立小梅小学校

末松 昊汰（3年）
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佳　作

ベルーガエース新聞
東京都　江東区立数矢小学校

髙田 真愛（4年）

呉の宝新聞
広島県　呉市立宮原小学校

木元 俐那（5年） ふねはすごい大切新聞
東京都　江戸川区立篠崎第三小学校

氏家 結音（2年）
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小学生
部門

オレの新聞
神奈川県　秦野市立本町小学校

込山 惺琉（5年） ペンペン探検隊
東京都　墨田区立小梅小学校

川口 遥也（3年）

ワクワク‼ 船・新聞
愛知県　豊橋市立松山小学校

大串 夏葉（5年）
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佳　作

船と港はスゴイ!!
愛知県　豊橋市立松山小学校

中野 青空（5年）

私達を支えてくれる船！
広島県　安芸高田市立甲田小学校

福原 美夢渚（6年） 船のことをもっと知ろう！
千葉県　千葉市立真砂東小学校

保田 花奈（3年）
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小学生
部門

港での仕事新聞
東京都　荒川区立第五峡田小学校

木村　葵（6年） 海の産業新聞
鳥取県　境港市立中浜小学校

井東　駿（5年）

東港＆LNGの秘密新聞
新潟県　新潟市立南万代小学校

津野 心来（5年）
知ってる？

「東港のすごい所」新聞
新潟県　新潟市立南万代小学校

髙野瀬 和花子（5年）
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佳　作

太平ようフェリー新聞
宮城県　仙台市立荒町小学校

髙橋　慧（2年）

小学生
部門
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学 校 奨 励 賞

学校奨励賞は、優秀な作品を多数応募してくれた学校に奨励の意味で贈られます。

受賞校喜びコメント 　

東京都　江東区立東砂小学校
今回、船の学習を始めてみると子どもたちは船の秘密に興味津々でした。実際に見たことはあっても、船の仕組みに
ついては初めて知る子たちばかりでした。新聞にまとめることで、一人一人が自分なりに熱心に調べていました。指
導した教員側も以前より船に関心を持つようになり、テレビの特集などにもじっくり見入ってしまうほどでした。

千葉県　千葉市立真砂東小学校
３年生の千葉港への校外学習では、大きなコンテナ船などの船を間近にし、世界とのつながりを感じることができま
した。子どもたちは大変感動し、意欲的に新聞作りに取り組んでいました。千葉港の学習を深めることができた上に
学校奨励賞という素晴らしい賞をいただきとても嬉しく思います。ありがとうございました。

新潟県　新潟市立万代長嶺小学校　　
新潟の歴史を支えてきた、新潟東港を特別に見学させていただきました。数え切れないほどのコンテナ、その大きさ
に感動したクレーンなど、見たことのないスケールの世界に触れ、実際に見て、感じた学びを新聞にまとめることが
できました。さらに素晴らしい賞もいただき、子どもたちは大変喜んでおります。ありがとうございました。

広島県　安芸高田市立甲田小学校
山と川に囲まれた甲田小学校の子どもたちにとって、船と港の役割を学んだ社会見学は驚きの連続でした。様々な船
の役割、巨大コンテナの中の様子、フェリーに乗船し瀬戸内海を航海したこと等学んだことを工夫して表現しようと
熱心に取り組みました。学校奨励賞に選んでいただき子どもたちも大変喜んでおります。ありがとうございました。

山形県　南陽市立赤湯中学校
この度、学校奨励賞を受賞でき生徒共々喜んでいる所です。南陽市は海に接してはいませんが、海洋教育に力を入れ
ています。日本海事広報協会が実施して下さった個別セミナーで私達の暮らしと密接に関係している海洋の重要性を
学んだわけですが、新聞にまとめることでさらに理解が深まった生徒が増えたようでした。海洋に関わる職業で働き
たいと感じた生徒もいると思います。さらに海洋教育を進めてまいります。

小学生
部門

小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門
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国土交通大臣賞

函館港新聞
北海道　北海道函館水産高等学校　北のくにづくり2018

野呂 龍太郎　館野 宏太（1年）
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私たちは函館港の過去・現在・未来を新聞にしました。私たちのクラスは津波
減災の勉強をしていて、その関係で、津波と函館港に関する記事を書きました。
函館港の過去に関しては、２年生の先輩が力を貸してくれました。今回の受賞は、
私たちの力だけではなく、「北のくにづくり」 活動を継続してくれた先輩方と、
長くこの活動を指導してくれた我妻先生のお蔭です。ありがとうございました。

受賞者
コメント

中学生
部門

高校生
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公益財団法人 日本海事広報協会 会長賞

Ｓ字水路に挑む
福岡県　九州国際大学付属中学校　新聞部
大野 凜奈　守田 悠真　阿部 朱里　古賀 由乃
田中 佑芽　仲山 美彩　中野 晴基（1〜3年）
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先輩方の後姿を追って、頑張ってきた 3 年間。入賞のお知ら
せが届いてとてもうれしかったです。北九州市は、海に面し
ているところも多いため、この 3 年間で詳しくなりました。
今回の記事にある「部埼灯台」は美しい灯台なので、みなさ
んに足を運んでもらえたらうれしいです。

受賞者
コメント

中学生
部門

高校生
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優 秀 賞　

保中タイムズ
神奈川県　横浜市立保土ケ谷中学校　新聞部　チーム大木
大木 空　若泉 孝明　髙岡 優太　大木 凪
宇山 憲太郎（1年、3年）
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私たち保中新聞部は、東京湾の六大港を毎年夏休みを利用して調べています。
先輩方が東京港・横浜港の特集を組み、今年度は千葉港と木更津港に挑戦す
ることになりました。千葉港は横浜から片道３時間かかり大変でしたが、少
しでも千葉港を深く知るために現地取材を４回行いました。来年は、川崎港
か横須賀港に後輩が挑戦してくれると思うので良い作品を作ってほしいです。

受賞者
コメント

中学生
部門

高校生
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優 秀 賞　

未来の入り口横浜港
神奈川県　相模女子大学高等部

佐藤　一葉（1年）
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昨年の夏、はじめて横浜港を見学して、コンテナ船やガント
リークレーンを間近で見るという夢のような体験をしました。
この新聞には、そのとき感じた喜びや感動がたくさん詰まっ
ています。優秀賞という賞をいただくことができて本当に嬉
しく思います。ありがとうございました。

受賞者
コメント

中学生
部門

高校生
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優 秀 賞　

大さん橋新聞
東京都　東京都立国際高等学校

飯室　風音（1年）
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今回この新聞で受賞させていただき光栄です。私はこの機会に
大さん橋について調べてみて、今までは何も思わずに見ていた
景色の中に、私の知らない歴史があり、工夫があふれているこ
とを知ることができました。フィールドワークについてきてくれ
た友人、先生に感謝し、この経験を生かしていきたいと思います。

受賞者
コメント

中学生
部門

高校生
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海洋新聞
山形県　南陽市立沖郷中学校

朝倉 愛子（2年） 海上保安庁新聞
東京都　荒川区立第九中学校

初澤 俊輝（3年）

日本海運史新聞
東京都　荒川区立第九中学校

中馬 怜南（3年）
海来新聞

（みらいしんぶん）

山形県　南陽市立赤湯中学校

本木 莉桜（2年）

佳　作
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保中タイムズ
神奈川県　横浜市立保土ケ谷中学校　新聞部　チーム福井

福井 結梨　小森 啓悟　藤山 菜月　下鵜瀬 一洸
青木 志祐　伊藤 美空　山本 知佳　石光 悟志（1〜2年）

中学生
部門

高校生

長崎工業高校造船新聞
長崎県　長崎県立長崎工業高等学校

和泉 勇輝　沖田 駿哉　岡 凌翔　水上 樹翔（3年）
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戦時中と現代の海運
大阪府　東大阪市立枚岡中学校

髙畑 亮太（3年）

咸臨丸新聞
北海道　北海道函館水産高等学校　北のくにづくり2018

工藤 恭一　吉田 竜希（2年）

佳　作



33

中学生
部門

高校生

海船新聞
山形県　南陽市立宮内中学校

尾形 知香（2年） 海の不思議発見新聞
山形県　南陽市立沖郷中学校

舩山 叶大（2年）

ペリー艦隊
箱館来航新聞

北海道　北海道函館水産高等学校　北のくにづくり2018

伊藤 美那　佐藤 綾花　加藤 妃弾　成田 幸美（2〜3年）
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サラサら砂浜海運新聞
東京都　葛飾区立金町中学校

馬場 咲良沙（1年） 海洋seaん聞
山形県　南陽市立赤湯中学校

小野田 彩音（2年）

船を変えたニシン新聞
北海道　北海道函館水産高等学校　北のくにづくり2018

伊藤 翔　佐々木 伸　佐藤 連　逢坂 美妃　大東 花歩（3年）

佳　作
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中学生
部門

高校生

海の上の仕事
山口県　下関市立夢が丘中学校

藤中 莉緒　森本 美咲　谷川 陽向　
藤村 遥斗　片岡 将海（1年）

船の造り方新聞
愛媛県　今治市立朝倉中学校

則兼 希歩　渡邊 廉　清水 日茉莉　
丸山 峻矢　渡邉 冴亮（2年）

船の新聞
東京都　荒川区立第九中学校

小沼 舞子（3年）

海運新聞
東京都　荒川区立第九中学校

金沢 朱音（3年）
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ザプーン新聞
東京都　荒川区立第九中学校

山本 慧哲（3年）

横浜氷川丸新聞
東京都　荒川区立第九中学校

新堀 若菜（2年） 船新聞
東京都　荒川区立第九中学校

金崎 文音（3年）

佳　作中学生
部門

高校生
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小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門

見学してわかったことをしっかりと書きました。絵はすべて手書きで、色ぬりにもこだ
わりました。新潟東港には、とても大きなクレーンや大量のコンテナがあり、わくわく
しながら見学しました。また、ＬＮＧガスの大切さや自動車、食品を運ぶ大型船のこ
となど、新潟東港のいろいろな役割を知ることができて、とても有意義な見学でした。

受賞者
コメント

東港とLNG
新潟県　新潟市立南万代小学校

岩田 凛太郎（5年）

中学生
部門

高校生一般社団法人 日本船主協会 会長賞
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一般社団法人 日本造船工業会 会長賞

長崎工業高校造船新聞　
特別号

長崎県　長崎県立長崎工業高等学校

植木 翔太　本田 翼
山下 和佐（2年）
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小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門 今回は、このような名誉ある賞をいただきとてもうれしく思

います。海外では、造船所、造船関連施設を見学して、日本
とは違うところを発見することができました。この研修の関
係者の方々、参加させてくれた両親に感謝したいです。本当
にありがとうございました。

受賞者
コメント
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審査委員特別賞
全国新聞教育研究協議会 理事長　小林　豊茂

横浜港に行ってみよう
神奈川県　神奈川県立大船高等学校

郷右近 夏海（2年）
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小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門 このたび、審査委員特別賞という素敵な賞をいただけたことを心か

ら嬉しく思っています。インタビューの箇所は、博物館ボランティ
ア福田さんに協力していただいた特別な記事なので、ぜひとも読ん
でほしいと思っています。私は新聞制作を通して地元神奈川にある
横浜港がさらに身近に、そして魅力的に感じるようになりました。

受賞者
コメント



42

審査委員特別賞
東京海洋大学 教授　黒川　久幸

神戸みなと新聞
兵庫県　神戸市立糀台小学校

小野澤 美緒（5年）
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小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門 最初に入賞のことを知ったときはとてもびっくりして「本当

だよね？」とうたがってしまいました。これからも調べたこ
とを新聞にして、いろいろな人に知ってもらいたいと思いま
した。本当にうれしかったです。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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審査委員特別賞
歌手・教育学博士　アグネス・チャン

なんでも新聞
東京都　墨田区立小梅小学校

藤森　智香（3年）

賞をありがとうございます。工夫したところは、見出しを遠くからでも見えるように
大きく書いたことです。資料を読んで重要な部分を短くまとめるのがたいへんでした。
なるべくグラフを作って見やすくなるといいなと思いながら書きました。これからも
工夫してみんなが読みたくなる楽しい新聞を作りたいです。

受賞者
コメント
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審査委員特別賞
（公財）日本海事広報協会 理事長　伊藤　松博

小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門

日本の海新聞
山形県　南陽市立宮内中学校

大野 みづき（2年）

海洋教育で海に関する仕事について学んだことを新聞にまとめました。セミナーの内
容の中で印象に残った部分を中心にして記事を書きました。新聞の大見出しを書く時
に、ひと目で記事の内容がわかるようにしたこと、資料を使ってよりくわしく説明し
たことの二つに力を入れて新聞を作りました。

受賞者
コメント
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エクセレンス賞
チャレンジ
部門

※小学1・2年生対象

作品名 都道府県名 学校名 学年 名前

氷川丸新聞 東京都 光塩女子学院
　初等科 ２年 濱井　　優

けんごしんぶん 千葉県 千葉市立
　真砂東小学校 ２年 斎藤　賢伍

はじめてのったよふね新聞 千葉県 千葉市立
　稲毛第二小学校 ２年 細野　冬眞

すごい！たらいぶね 東京都 練馬区立
　仲町小学校 ２年 田家　颯隼

ひみつの船新聞 東京都 江東区立
　東砂小学校 ２年 綾部　映美

とうだいと
　くるしまかいきょう 愛媛県 松山市立

　椿小学校 １年 日野　　護

じどう車船のひみつ新聞 東京都 中央区立
　明正小学校 ２年 小林　世和

UMI しんぶん 千葉県 千葉市立
　稲毛第二小学校 ２年 川井　絢斗

ふねくわしくしんぶん 千葉県 千葉市立
　稲毛第二小学校 ２年 太田　泰一

ゆきな新聞 東京都 江東区立
　東砂小学校 ２年 直井 優希菜

ゆうましんぶん 福岡県 北九州市立
　田野浦小学校 ２年 松村　佑真

ふねしんぶん 東京都 葛飾区立
　西小菅小学校 ２年 阿南　結子

ひみつ新聞 東京都 江東区立
　東砂小学校 ２年 竹内　海音
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エクセレンス賞
チャレンジ
部門

※小学1・2年生対象

作品名 都道府県名 学校名 学年 名前

小麦をはこぶばらづみ船 東京都 中央区立
　明正小学校 ２年 髙杉　　夏

ビックリ新聞 東京都 江東区立
　東砂小学校 ２年 大﨑 陽菜乃

ばらづみせんしんぶん 東京都 江東区立
　東砂小学校 １年 古川　優那

自どう車船はすごいぞ！ 
　しん聞 東京都 中央区立

　明正小学校 ２年 森畑　知子

ふねの新聞 東京都 江東区立
　東砂小学校 ２年 林　　心渝

ふねがすしんぶん 東京都 港区立
　白金小学校 １年 野﨑　雪乃

船新聞 東京都 中央区立
　明正小学校 ２年 矢野 桃々果



ー 国土交通大臣賞選評ー
小学生部門「すごいぞ !! カーフェリー新聞」（上尾市立西小学校 6 年 渡部朔矢）
＜選評＞�全国のカーフェリーの航路をとてもよく調べている。また、記事の流れもよく、読み手がひ

きつけられる新聞である。海に面していない上尾市に住む小学生が、船についてここまで調
べ、まとめ上げたことは素晴らしい。

中学生・高校生部門「函館港新聞」（北海道函館水産高等学校 1 年 野呂龍太郎・館野宏太）
＜選評＞�文字も多く、更に、写真や絵もたくさん起用しているが、その並べ方に工夫がありすっきり

した読み易い作品となっている。また、作者の函館港への思いが伝わる、興味を掻き立てられ
る新聞であった。
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最終審査会
2019年1月17日、28日の2日間に、最終審査会が実施され、国土交通大臣賞
2作品ほか各賞が決定されました。

国土交通大臣賞については、石井啓一国土交通大臣が自ら選出に参加されました。

レベルが高い作品が多く、長時間にわたる
審査の上、各賞を決定しました。

写真提供：国土交通省



2018 ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞2018 ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞
小・中・高校生のみなさん、「海運」、「船」、「港」について調べて新聞にしてみよう！

●タイトル　２０１8「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」
●応募資格　全国の小学生・中学生・高校生
●募集概要

●応募締切　10月31日（水）当日消印有効
●注意事項　
　１．応募にあたり、ほかの著作物を参考にしている場合は、参考資料として必ず明記してください。
　２．入賞作品の著作権は主催者側に帰属します。また、作品・作品制作者名・学校名は公表するとともに、
　　 入賞作品については主催者が別途展示・使用することがあります。
　３．応募作品は原則として返却しません。
　４．文化祭／学園祭などこれから使用予定の場合はコピーを送付してください。
　５．学校の先生または保護者の同意のもとご応募ください。
●審査委員（敬称略）
　アグネス・チャン（歌手・教育学博士）
　小林豊茂（全国新聞教育研究協議会 理事長）
　黒川久幸（東京海洋大学 教授）
　伊藤松博（（公財）日本海事広報協会 理事長）　
●発表
　入賞者には、審査会（２０１9年１月下旬予定）終了後在籍校を通して本人に通知します。

応募・お問い合わせ

２０１8「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」運営事務局
〒104-0032　東京都中央区八丁堀3丁目17-6　群成舎八丁堀ビル6階（株）プラスエム内

電話：03（6222）5250　ＦＡＸ：03（6222）4823
e-mail：jr-shipping@plus-m.co.jp

募 集 要 項

●海運（海上で船により貨物などを運ぶこと）と私達の暮らしの関係
●海運の仕組み
●船の種類
●船の造り方
●港の役割
●船や港、造船所で働く人々
●海運の歴史
など海事産業全般について  

１）ほかのコンクール等に入賞した作品は応募できません。（校内コンクールは可）
２）カラーでもモノクロでも構いません。
３）写真・イラスト・グラフ・漫画などを使用しても構いません。 
４）手書き、パソコンなど、書き方は自由です。
５）応募の際は、所定の応募票に必要事項を必ず記入してください。
６）応募作品はオリジナルの作品に限ります。

〇国土交通大臣賞　〔賞状と副賞を贈呈〕：2点 （各部門1点ずつ）
〇公益財団法人日本海事広報協会会長賞：2点 （各部門1点ずつ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔賞状と副賞を贈呈〕
〇優秀賞：６点 （各部門３点ずつ）　〔賞状と副賞を贈呈〕
〇佳　作：20点程度　〔賞状を贈呈〕

〇（一社）日本船主協会会長賞 ：１点　〔賞状と副賞を贈呈〕
〇（一社）日本造船工業会会長賞 ：１点　〔賞状と副賞を贈呈〕
〇審査委員特別賞：４点　〔賞状と副賞を贈呈〕
〇参加賞：応募者全員に記念品を贈呈します。

応募部門 小学生部門 中学生・高校生部門 チャレンジ部門

対象学年

テーマ

募集内容

応募のきまり

その他

サイズ

枚　数 2枚まで

A3サイズ以下

上記テーマを取材し新聞形式に制作したもの。

応募作品の大きさはA4、B4、A3サイズのいずれか

団体賞：学校奨励賞　３校程度　〔賞状と副賞を贈呈〕

エクセレンス賞　20点程度
〔賞状を贈呈〕

賞と賞品

小学１～6年生 中学生・高校生 小学１・2年生

上記テーマを取材し、新聞風な作品
（体験したことを公表するポスター
やレポート、絵日記のような作品）
にしたもの。

小学1・2年生は、
「小学生部門」と「チャレンジ部門」を
選択して応募することができます。

2019年も「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」は作品を募集しております。
詳しくはホームページをご確認ください。　http://www.kaijipr.or.jp
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主 催

ジャーナリスト賞

ジュニア
シッピング

2018

入賞作品集

公益財団法人 日本海事広報協会

国土交通省、文部科学省、全国連合小学校長会、全日本中学校長会、全国高等学校長協会、全国市町村教育委員会連合会、全国新聞教育研究協議会、
一般社団法人 日本船主協会、一般社団法人 日本造船工業会、一般社団法人 日本中小型造船工業会、公益財団法人 日本海事センター

2018年度
「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」入賞作品集

2019年（平成31年）3月30日発行

主　催 （公財）日本海事広報協会
〒104-0043 東京都中央区湊2-12-6 湊SYビル
TEL： 03（3552）5033　FAX： 03（3553）6580

運営事務局 「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」運営事務局
〒104-0032 東京都中央区八丁堀3丁目17-6
群成舎八丁堀ビル6階（株）プラスエム内
TEL： 03（6222）5250　FAX： 03（6222）4823
e-mail：jr-shipping@plus-m.co.jp

「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」ホームページ

https://www.kaijipr.or.jp/jsj


